
　

市
の
防
災
行
政
無
線
を
、﹁
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
︵
Ｊ
︲
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
︶﹂

と
接
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
か
ら
発
信

さ
れ
る
緊
急
情
報
が
、
市
の
防
災
行
政
無

線
か
ら
、
自
動
的
に
放
送
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
対
処
に
時
間
的
余
裕
が

な
い
大
規
模
な
自
然
災
害
や
弾
道
ミ
サ
イ

ル
攻
撃
な
ど
の
情
報
を
、﹁
国
か
ら
直
接

瞬
時
に
﹂
伝
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
早
め
の
対
応

を
可
能
に
し
、
被
害
の
軽
減
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

市
で
は
、
現
在
進
め
て
い
る
防
災
行
政

無
線
の
周
波
数
統
合
工
事
と
併
せ
て
、
今

年
度
中
に
接
続
し
ま
す
。

　

国
か
ら
の
緊
急
情
報
と
は

　

次
の
情
報
が
、
緊
急
情
報
と
し
て
通
報

さ
れ
ま
す
。

▼
緊
急
地
震
速
報︵
予
測
震
度
5
弱
以
上
︶

▼
東
海
地
震
予
知
情
報

▼
緊
急
火
山
情
報

▼
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報

▼
航
空
攻
撃
情
報

▼
ゲ
リ
ラ
・
特
殊
部
隊
攻
撃
情
報

▼
大
規
模
テ
ロ
情
報

　

情
報
伝
達
の
流
れ

開催まで

あと 日6 1 8元気と笑顔があふれるまち
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防
災
行
政
無
線
か
ら

　

自
動
放
送
さ
れ
ま
す

国
か
ら
の
緊
急
情
報

自
主
防
災
組
織
と
は
？

　

住
民
一
人
ひ
と
り
が
﹁
自
ら

の
命
は
自
ら
守
る
﹂
そ
し
て
、

﹁
自
ら
の
地
域
は
自
ら
守
る
﹂

と
い
う
考
え
方
に
た
っ
て
、
自

主
的
に
防
災
活
動
を
行
う
組
織

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

自
治
会
、
町
内
会
な
ど
の
組

織
を
生
か
し
て
結
成
す
る
の
が

一
般
的
で
す
。

な
ぜ
必
要
な
の
？

　

近
年
、
全
国
各
地
で
発
生
し

て
い
る
地
震
、
台
風
、
豪
雨
な

ど
の
災
害
を
き
っ
か
け
に
、﹁
安

全
で
安
心
な
暮
ら
し
の
大
切

さ
﹂が
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
れ
、

地
域
の
防
災
に
対
す
る
関
心
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
7
年
1
月
に
発
生
し
た

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
平
成
16

年
10
月
に
発
生
し
た
新
潟
県
中

越
地
震
で
は
、
生
き
埋
め
に
さ

れ
た
り
建
物
な
ど
に
閉
じ
込
め

ら
れ
た
人
の
多
く
が
、
家
族
や

隣
人
に
よ
っ
て
救
助
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た

直
後
は
、
防
災
機
関
に
よ
る
対

応
が
困
難
な
こ
と
も
あ
り
、
地

域
住
民
が
お
互
い
に
助
け
合

い
、
人
命
救
助
や
消
火
に
あ
た

る
こ
と
が
被
害
を
よ
り
少
な
く

す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ど
ん
な
活
動
を
す
る
の
？

 

平
常
時

○
防
災
に
対
す
る
心
構
え
の
啓

発
（
研
修
会
の
参
加
な
ど
）

○
災
害
発
生
未
然
防
止
の
た
め

の
地
域
活
動（
地
域
巡
回
な
ど
）

○
災
害
発
生
に
備
え
て
地
域
を

知
る
た
め
の
活
動
（
避
難
場
所

な
ど
の
把
握
な
ど
）

○
災
害
発
生
時
の
活
動
を
習
得

す
る
た
め
の
活
動
（
消
火
・
避

難
訓
練
な
ど
）

○
災
害
発
生
時
の
活
動
に
備
え

る
た
め
の
活
動
（
機
材
や
備
蓄

品
の
管
理
な
ど
）

 

災
害
発
生
時

○
情
報
収
集
伝
達
活
動
（
救
援

情
報
の
伝
達
な
ど
）

○
初
期
消
火
活
動
（
消
火
器
に

よ
る
消
火
活
動
な
ど
）

○
避
難
誘
導
活
動
（
安
否
確
認

や
介
護
が
必
要
な
人
へ
の
援
助

な
ど
）

○
救
出
救
護
活
動
（
負
傷
者
の

救
護
な
ど
）

○
給
食
給
水
活
動
（
避
難
所
へ

救
援
物
資
の
運
搬
・
分
配
な
ど
）

自
主
防
災
組
織
を

作
る
に
は
？

　

自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
の

住
民
が
組
織
結
成
に
合
意
し
、

会
則
、
組
織
、
活
動
内
容
を
定

め
る
こ
と
で
成
立
し
ま
す
。

　

防
災
活
動
を
行
う
た
め
に

は
、
市
と
連
携
し
て
活
動
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
組
織
を

結
成
し
た
場
合
は
、
市
に
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
で
は
、
組
織
設
立

に
必
要
な
会
則
例
や
届
出
書
類

な
ど
、
手
続
き
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 

設
立
ま
で
の
流
れ

自
治
会
・
町
内
会
な
ど
で
話

し
合
い
を
進
め
ま
し
ょ
う

▼
ど
の
範
囲
︵
地
域
︶
を
対

象
と
す
る
の
か

▼
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行

う
の
か

▼
ど
の
よ
う
な
組
織
に
す

る
の
か

地
域
の
住
民
が
自
主
防
災

組
織
の
結
成
に
合
意
し
た

ら
、
簡
単
な
会
則
を
定
め
ま

し
ょ
う

自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ

れ
ま
し
た
！

市
へ
設
立
を
届
け
出
ま

し
ょ
う

問
い
合
わ
せ

総
務
課 

☎
（50）
1
2
0
1

▲新潟県中越沖地震
（写真提供：新潟県）

自力

家族

友人･隣人

通行人

救助隊

その他

34.9%

31.9%

28.1%

2.6%

1.7%

0.9%
※自力や家族、隣人
　などに救助された割合

■生き埋めや閉じ込められた際の救助

資料 : ㈳日本火災学会
「兵庫県南部地震における火災に関する調査報告書」

～～
～～
～～

❶❷❸❹

▲水郷町第₁自主防災会で行われた防災訓練（平成20年12月13日）

①  

緊
急
情
報
の
覚
知

②  

消
防
庁

　

衛
星
回
線︵
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
︶

③  

各
都
道
府
県
・
市
町
村

　

防
災
行
政
無
線
︵
自
動
起
動
︶

④  

住
民
の
皆
さ
ん
へ
周
知

▲中国四川大地震で崩れたビル

　平成20年₅月に、中国四川大地震、₆月
には、岩手・宮城内陸地震が起きました。
　千葉県では、県内に大きな被害を及ぼす
とされる、「東京湾北部地震」「千葉県東方
沖地震」「三浦半島断層群地震」の₃つを
想定し、地震被害想定調査を実施、その結
果を昨年₈月に公表しました。
　最大の被害が想定されるのは「東京湾北
部地震」で、東京湾沿岸市町村で震度₆強
となり、香取市でも、相当の被害が予想さ
れています。
　この結果を受けて、市では地震防災対策
を総点検し、建物の耐震相談や自主防災組
織設立の推進など、地域防災対策の強化に
取り組んでいます。

いつ起こるか
わからない地震

支え合いが地域の防災機能を高める

つくろう！自主防災組織震災編
防 災 特 集

約98％
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Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は

　

心
臓
突
然
死
は
、
心
臓
が
細

か
く
ふ
る
え
る
﹁
心
室
細
動
﹂

に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

　

心
臓
の
筋
肉
が
無
秩
序
に
細

か
く
収
縮
す
る
た
め
、
心
臓
か

ら
血
液
の
流
れ
が
な
く
な
り
、

急
速
に
死
に
至
る
極
め
て
危
険

な
状
態
で
す
。
そ
の
最
も
効
果

的
な
治
療
法
が
、
電
気
シ
ョ
ッ

ク
に
よ
る
除
細
動
で
、
そ
の
医

療
機
器
が
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
医
療
資
格
を
持
た

な
い
一
般
の
人
は
、
除
細
動
を
行

う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
平
成
16
年
7
月
に
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
て
除
細
動
を
行

う
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
自
動
的
に
傷
病

者
の
心
臓
の
リ
ズ
ム
を
調
べ
、

除
細
動
が
必
要
か
ど
う
か
を
判

断
し
、
ど
う
い
う
対
応
を
す
べ

き
か
、
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
指

示
し
て
く
れ
ま
す
。

　

除
細
動
を
行
う
必
要
性
が
あ

る
場
合
、
除
細
動
を
実
施
す
る

よ
う
、
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
具

体
的
な
指
示
を
出
す
仕
組
み

で
、
安
全
性
が
十
分
に
確
保
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

 

使
用
す
る
に
は

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
安
全
な
医
療
機

器
で
誰
で
も
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
突
然
倒
れ
た
人
の

胸
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
パ
ッ
ト
を
貼

り
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
の
ボ
タ
ン

を
押
す
に
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た

勇
気
が
必
要
で
す
。

 

い
ざ
と
い
う
時
に
あ
わ
て
な

い
よ
う
、
消
防
署
で
実
施
し
て

い
る
、
応
急
手
当
救
命
講
習
会

な
ど
を
受
講
し
、﹁
助
け
る
﹂

と
い
う
強
い
心
と
勇
気
を
学
び

ま
し
ょ
う
。

　

 

公
共
施
設
に
配
備

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
市
役
所
や
体
育

館
な
ど
不
特
定
多
数
の
人
が
集

ま
る
場
所
に
配
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
内
公
共
施
設
へ
の
配
備

箇
所
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
香
取
市
民
体
育
館

▼
小
見
川
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
小
見
川
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

▼
山
田
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

▼
栗
源
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

▼
佐
原
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
小
見
川
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
県
立
水
郷
小
見
川
少
年
自
然

の
家

▼
香
取
警
察
署

（
平
成
20
年
12
月
末
現
在
）

　

こ
の
ほ
か
、
医
療
機
関
や
高

等
学
校
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど

に
も
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

消
防
本
部 

☎
（83）
0
1
1
9

　 ＡＥＤの使用手順
　ＡＥＤを用いた心肺蘇生の基本手順は3つ。

1ＡＥＤのふたを開けてスイッチＯＮ
　ＡＥＤのふたを開け電源ス
イッチを押します。音声メッ
セージに従い、意識・呼吸を
確認し、胸部を裸にします。
ＡＥＤから電極パッドを取り
出し、それぞれのパッドを右
胸と左わき腹に貼り付けます。

2電極パッドを体に貼る
　電極パッドを貼ると、自動的に心電図の解析を始め
ます。あとはＡＥＤの音声メッセージに従います。「み
んな、離れてっ！」と注意を促し、誰も傷病者に触れ
ていないことを確認します。

3�ショックボタンを押
します

　ＡＥＤが、電気ショックが
必要であると判断すると、「電
気ショックが必要です。充電
しています」と音声メッセー
ジが流れ、自動的に充電が始
まります。
　充電が完了すると、「体から離れてください。ショッ
クボタンをおしてください」と音声メッセージがなが
れますので、再び「みんな、離れてっ！」と注意を促
し、誰も傷病者に触れていないことを確認してから、
ショックボタンを押します。

　メッセージが流れたら、
心臓マッサージ30回と人工
呼吸₂回を交互に₂分間行
います。
　普段どおり呼吸が戻った
場合は、体を横向きにして
救急隊員の到着を待ちます。

※ＡＥＤは機種によって、ふたを開けると自動に電源
が入るなど、操作方法が異なる場合があります。実際
のガイダンスに従って操作してください

　 ＡＥＤが使えるだけじゃダメ！
　ＡＥＤの取り扱いだけでな
く、応急手当としての「気道
の確保」「人工呼吸」「心臓マッ
サージ」などの心肺蘇生法も
大切です。
　定期的に講習などを受講し
て、いつでも勇気をもってで
きるようにしましょう。

あ
な
た
は
使
え
ま
す
か
？

119 番通報119 番通報 胸骨圧迫
人工呼吸
胸骨圧迫
人工呼吸 電気ショック電気ショック 病院搬送病院搬送

▲電源ボタンを押す

▲パッドコードを接続し疾病者に貼る ▲疾病者から離れる

▲ショックボタンを押す

▲心臓マッサージなどを行う

　

小
見
川
消
防
署
、
佐
原
消

防
署
で
は
、
応
急
手
当
救
命

講
習
会
を
毎
月
第
2
日
曜
日

に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

講
習
会
で
は
、
救
急
救
命

士
か
ら
人
工
呼
吸
、
胸
骨
圧

迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
な

ど
の
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
使
用
し
た
除
細
動
、
止
血

の
方
法
、
子
ど
も
へ
の
対
応

方
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

応
急
手
当
救
命
講
習
会

　

3
時
間
の
講
習
を
受
講
し

た
人
に
は
、﹁
普
通
救
命
講

習
Ⅰ
修
了
証
﹂
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

　

す
で
に
受
講
し
て
い
る
人

も
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も

応
急
手
当
が
で
き
る
よ
う
定

期
的
に
講
習
会
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

毎
月
第
2
日
曜
日

の
9
時
～
正
午

次
回
は
2
月
8
日
㈰

■
場
所　

小
見
川
消
防
署
、

佐
原
消
防
署

■
定
員　

各
署
20
人
（
先
着

順
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

開
催
月
第
1
日
曜
日
の
17

時
ま
で
に
、
次
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い

小
見
川
消
防
署
☎
（83）
0
1
1
9

佐
原
消
防
署
☎
（52）
4
1
1
1

大
切
な
人
を
救
え
る
の
は
、
あ
な
た

新
た
に
2
基
Ａ
Ｅ
Ｄ
寄
贈

　

㈳
佐
原
市
香
取
郡
歯
科
医

師
会
か
ら
、Ａ
Ｅ
Ｄ
2
基
が
、

12
月
18
日
に
市
に
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、

突
然
の
事
故
に
備
え
る
た
め

佐
原
保
健
セ
ン
タ
ー
と
小
見

川
保
健
セ
ン
タ
ー
に
配
備
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歯
科
医
師
会
会
員

の
全
て
の
医
院
・
診
療
所
に

も
緊
急
時
に
備
え
る
た
め
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
救
急
時
に
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課

　
　
　
　
　

☎
（50）
1
2
3
5

小
健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（82）
1
1
1
5

▲小林会長（中央）からAEDを受け取る宇井市長

目
の
前
の
人
が
突
然
倒
れ
た
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【行政情報】

　

水
郷
・
香
取
市
の
新
た
な
交

流
拠
点
と
し
て
、
平
成
22
年
春

オ
ー
プ
ン
予
定
の
、
佐
原
広
域

交
流
拠
点
の
名
称
を
募
集
し
ま

す
。

　

佐
原
広
域
交
流
拠
点
は
、
複

数
の
施
設
が
集
ま
る
複
合
施
設

で
す
。
地
域
や
利
用
者
の
皆
さ

ん
に
親
し
ま
れ
活
用
さ
れ
る
よ

う
な
、
施
設
全
体
の
総
称
を
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

　

名
称
は
、
完
成
予
定
イ
メ
ー

ジ
図
な
ど
を
参
考
に
し
、
わ
か

り
や
す
く
簡
潔
な
も
の
で
、
他

の
地
名
、
施
設
な
ど
と
間
違
わ

れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
選

考
基
準
と
し
ま
す
。

　

事
業
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

主
な
施
設

◇
河
川
利
用
情
報
発
信
施
設
⋮

治
水
事
業
な
ど
の
展
示
施
設

◇
水
辺
交
流
セ
ン
タ
ー
⋮
川
の

駅
と
し
て
水
辺
利
用
者
な
ど
の

利
便
施
設
と
飲
食
の
提
供

◇
地
域
交
流
施
設
⋮
道
の
駅
と

し
て
特
産
品
販
売
と
飲
食
の
提
供

◇
親
水
・
湿
地
ゾ
ー
ン
⋮
河
川

敷
を
利
用
し
た
水
辺
エ
リ
ア

■
応
募
資
格

　

ど
な
た
で
も

■
応
募
方
法

　

住
所
、氏
名
、年
齢
、性
別
、電

話
番
号
、応
募
名
称
、名
称
の
趣

旨
を
記
入
し
て
、郵
送
・
フ
ァ
ク

ス
・
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の

応
募
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

■
応
募
締
切　

2
月
13
日
㈮

（
当
日
消
印
有
効
）

■
選
考
方
法

　

応
募
さ
れ
た
名
称
を
参
考
に

佐
原
広
域
交
流
拠
点
施
設
名
称

選
考
委
員
会
に
て
選
定
し
、
決

定
し
ま
す
。

■
そ
の
他

　

採
用
さ
れ
た
名
称
に
関
す
る

著
作
権
な
ど
一
切
の
権
利
は
香

取
市
に
帰
属
し
、
応
募
名
称
に

若
干
の
修
正
を
加
え
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

地
域
交
流
施
設
は
、
国
土
交

通
省
に
道
の
駅
の
登
録
申
請
を

行
う
予
定
で
、
採
用
さ
れ
た
名

称
は
道
の
駅
の
名
称
と
し
て
も

使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

応
募
者
の
個
人
情
報
は
、
名

称
選
定
業
務
以
外
に
使
用
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

市
街
地
整
備
課

〒
2
8
7
︲
8
5
0
1　

香
取

市
佐
原
ロ
2
1
2
7

 
 

（54）
7
6
5
4

m
achi@

city.katori.lg.jp
 

☎
（50）
1
2
3
2

親
し
ま
れ
る　
　

 

を

～
佐
原
広
域
交
流
拠
点
～　

水
郷
・
香
取
市
の
新
た
な
交
流
拠
点
と
し
て

舟運発着桟橋
係留桟橋

車両倉庫

河川利用情報
発信施設

河川防災ステーション

水辺交流センター 地域交流施設
（道の駅）

　市では、基本的な政策等を
策定する際に、その案を公表
して意見を募集し、寄せられ
た意見などを考慮して意思決
定を行う「パブリックコメント制度」を実施しています。
　この制度に基づき、次のとおり意見募集を行いますので、ご
意見をお寄せください。

■香取市地域公共交通総合連携計画（素案）

　市では、市内公共交通の課題解消、地域間交通サービスの平
準化、まちづくり支援に向け、香取市地域公共交通協議会を設
置し、「地域公共交通総合連携計画」の策定を進めています。
　この計画は、身近で利用しやすい公共交通体制の整備を具体
的に目指し、「地域住民、行政、交通事業者の役割分担と連携
の構築」と「地域公共交通体制の構築」という基本目標のもとで、
地域公共交通の維持・活性化を目的として策定するものです。
　このたび、香取市地域公共交通協議会による計画（素案）が
まとまりましたので、市民の皆さんからご意見を募集します。

■意見募集の期間
 

　₁月15日㈭から₂月₄日㈬まで

■資料の公表

　協議会事務局（企画政策課内）および各区事務所情報コーナー
（市役所および各区事務所１階）で閲覧できるほか、市ホームペー
ジでもご覧いただけます。

■提出方法 
　住所、氏名、電話番号を記入し、協議会事務局（企画政策課）
または各区事務所自治振興課へ持参していただくか、郵送、ファ
クス、メールのいずれかで提出してください。
　用紙は、各閲覧場所に設置してあるほか、市ホームページで
ダウンロードできます。

問い合わせ・提出先 
香取市地域公共交通協議会事務局（企画政策課内）
〒287-8501 香取市佐原ロ2127
☎(50)1206　 (52)4566
 kikaku@city.katori.lg.jp 

身近な公共交通への
意見を募集します

▲佐原広域交流拠点完成イメージ図

名
称

募
集

　

現
在
、
長
寿
医
療
制
度
の

保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
税

を
、年
金
か
ら
お
支
払
い（
特

別
徴
収
）
し
て
い
る
人
は
、

平
成
21
年
度
か
ら
﹁
年
金
か

ら
の
お
支
払
い
﹂
と
﹁
口
座

振
替
に
よ
る
お
支
払
い
﹂
の

ど
ち
ら
か
の
方
法
を
選
択
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
2
年
間
、

国
民
健
康
保
険
税
の
納
め
忘

れ
が
な
か
っ
た
本
人
が
口
座

振
替
で
支
払
う
場
合
や
、
長

寿
医
療
制
度
は
世
帯
主
・
配

偶
者
が
本
人
（
年
金
収
入

1
8
0
万
円
未
満
の
人
）
に

代
わ
っ
て
口
座
振
替
で
支
払

う
場
合
に
限
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
要
件
が
な
く
な

り
ま
し
た
。

税
の
申
告
に
適
用

　

年
金
天
引
き
の
場
合
、
確

定
申
告
時
に
本
人
だ
け
し
か

保
険
料
（
税
）
を
控
除
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
口
座

振
替
に
代
え
る
こ
と
で
、
今

ま
で
ど
お
り
実
際
に
支
払
わ

れ
た
人
の
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
認
め
ら
れ
る
た
め
、

所
得
税
お
よ
び
個
人
住
民
税

の
負
担
額
が
少
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
付

方
法
の
選
択
に
あ
た
り
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
へ
の
手
続
き

　

選
択
制
の
対
象
と
思
わ
れ

る
人
に
は
、
案
内
文
を
送
付

し
ま
す
。今
ま
で
ど
お
り﹁
年

金
か
ら
の
お
支
払
い
﹂
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、
手
続
き
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

金
融
機
関
の
窓
口
に
て
口

座
振
替
の
手
続
き
を
行
っ
て

い
た
だ
き
、﹁
ご
本
人
控
え
﹂

を
国
保
年
金
課
、
税
務
課
ま

た
は
各
区
事
務
所
市
民
課
窓

口
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

1
月
30
日
㈮
ま
で
に
手
続

き
を
す
る
と
、
平
成
21
年
4

月
分
の
年
金
か
ら
の
支
払
い

が
中
止
さ
れ
、
7
月
か
ら
口

座
振
替
に
よ
り
お
支
払
い
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
期
限
を
過
ぎ
て
申
し
出

た
場
合
は
、
6
月
分
以
降
の

年
金
か
ら
の
支
払
い
が
中
止

さ
れ
口
座
振
替
に
変
更
さ
れ

ま
す
。

　

な
お
、
口
座
か
ら
の
振
替

が
不
能
と
な
っ
た
人
は
、
年

金
か
ら
の
支
払
い
に
戻
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
課
☎
（50）
1
2
2
8

税
務
課　
　

☎
（50）
1
2
4
2

小
市
民
課　

☎
（82）
1
1
9
4

山
市
民
課　

☎
（78）
2
1
1
3

栗
市
民
課　

☎
（75）
2
1
1
3

支
払
い
方
法
が

﹁
年
金
か
ら
の
お
支
払
い
﹂と﹁
口
座
振
替
﹂の

ど
ち
ら
か
を
選
択
で
き
ま
す

長
寿
医
療
制
度
の
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
税

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月4月

年金からの
お支払い

口座振替から
お支払い

平成 21 年 平成 22 年

お支払い例
年金からのお支払いと、口座振替によるお支払いの納付月の比較 ※それぞれの支払

い回数が違います
ので、₁回の保険
料（税）の額は変
わりますが、総額
が変わることはあ
りません。

� 広報 2009年（平成21年）1月15日
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香
取
市
に
は
、
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
や
出
来
事
が

盛
り
だ
く
さ
ん
。

こ
こ
で
は
、
そ
ん
な
ホ
ッ

ト
な
ま
ち
の
話
題
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

12月5日光と歌のハーモニー
　佐原中学校合唱部の生
徒が佐原中央病院を訪れ、
入院されている皆さんへ
素晴らしい歌声を届けて
くれました。この慰問は
生徒たちのボランティア
活動の一環として行われ
ているもので、当日は、
キャンドルの灯りの元、
光と歌声に包まれた、感
動的な訪問になりました。

若
人
の
功
績
を
た
た
え
て

香
取
市
教
育
委
員
会
表
彰

▲受賞者代表であいさつをする齋藤彩乃さん
　（佐原中学校）

　

教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
の
分
野
で
顕
著
な
功
績
を
収

め
た
個
人
・
団
体
を
表
彰
す
る

教
育
委
員
会
表
彰
の
授
与
式
が

12
月
18
日
、
佐
原
文
化
会
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

授
与
式
で
は
、
市
長
特
別
賞

と
合
わ
せ
て
2
2
2
人
、
合
唱

部
2
団
体
に
表
彰
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
代
表
で
あ
い
さ
つ
し

た
佐
原
中
学
校
の
齋さ
い

藤と
う

彩あ
や

乃の

さ

ん
は
、「
多
く
の
人
の
支
え
で
、

こ
こ
ま
で
や
っ
て
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
と
感
謝
の
気
持

ち
を
述
べ
ま
し
た
。

ミ
ニ
門
松
・
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

作
り
で
新
年
を
お
出
迎
え

手

　

新
年
を
手
作
り

の
お
正
月
飾
り
な

ど
で
迎
え
よ
う
と
、

市
内
各
地
で
さ
ま

ざ
ま
な
手
作
り
教

室
が
開
か
れ
ま
し

た
。
12
月
10
日
に

は
栗
源
公
民
館
で
、

栗
明
学
級
の
カ
レ

ン
ダ
ー
作
り
が
行

わ
れ
、
写
真
や
押
し
花
な
ど
を
あ
し
ら
っ
た
、
自
分

だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
18
日
に
は
山
田
公
民
館
で
山
田
大
学

に
よ
る
ミ
ニ
門
松
作
り
が
行
わ
れ
、
説
明
を
聞
き
な

が
ら
真
剣
な
表
情
で
作
り
あ
げ
た
立
派
な
門
松
に
、

今
年
は
手
作
り
の
門
松
で
新
年
が
迎
え
ら
れ
る
と
、

参
加
者
は
大
満
足
で
し
た
。

12月13日サンタさんからのプレゼント
　クリスマスコンサー
トが山田公民館で開催さ
れ、山田中学校吹奏楽部
や小見川吹奏楽団の演奏
が披露されました。アン
コールに応えて「ホワイ
トクリスマス」が演奏さ
れると、天井から紙吹雪
が舞い散り、サンタさん
から一足早い、粋なプレ
ゼントが届きました。

▲お気に入りの写真などで
　カレンダー作り（栗明学級）

▲プロ顔負けのミニ門松作り（山田大学）

走の夜空に響く佐原囃子
光のピュエスタイ　希望の輝師

▲佐原囃子の音色に合わせた威勢のいい神輿渡行に市長も積極参加

　くろべ運動公園内にある巨大電飾ツリーの前で、小見川海洋クラ
ブ会員と、手をつなぐ親の会小見川支部、そしてボランティア団体
奉心会（佐原区八日市場）による「光のピュエスタイ・希望の輝」
祭典が、12月21日に挙行されました。
　ピュエスタイとは、古代ギリシャ語で「生成する」という意味で、
光り輝くツリーを通じて、参加者も内面から光り輝けるようにとの
願いを込め、このイベントのキャッチフレーズになっており、昨年
の₆月、香取市民環境ネットワークが結成されたことに伴い、市民
協働の理念により、多くの賛同と協力を得て、内容も一段とスケー
ルアップされました。
　点灯式において、市長の合図により、ツリーの電飾に灯がともる
と歓声が上がり、奉心会による佐原囃子に合わせて芝生の上を神輿
が繰り出すと、参加者は大喜び。
　ツリーの電飾と、時季的にも珍しい囃子の音色や神輿の渡行に、
参加者のみならず、近くを通る大勢の人たちが足を止め、寒さを忘
れて見入っていました。

▲輝かしい功績をたたえて表彰状授与



� 広報 2009年（平成21年）1月15日【千葉国体】

　皆さんに読んでほしい小説やエッ
セイ、旅行記や絵本など、バラエ
ティーに富んだ本を紹介します。

BOOK
今月のおすすめ

　

い
よ
い
よ
来
年
9
月
開
催
と

な
る
﹁
ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
﹂。

　

市
で
は
、
今
年
、
国
体
本
番

に
向
け
て
の
開
催
機
運
の
盛
り

上
げ
と
、
競
技
運
営
の
習
熟
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
各
競
技

の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技

　

第
14
回
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

（
女
子
の
部
）（
ゆ
め
半
島
千
葉

国
体
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
）

◇
期
日　

8
月
8
日
㈯
～
10
日

㈪◇
場
所　

香
取
市
民
体
育
館
・

千
葉
県
立
佐
原
白
楊
高
等
学
校

体
育
館

問
い
合
わ
せ　

ゆ
め
半
島
千
葉

国
体
香
取
市
実
行
委
員
会
事
務

局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

 

☎
（50）
1
2
3
0

HPhttp://w
w
w
.city.katori.

lg.jp/kokutai2010katori/

国体Ｑ＆Ａ
Qリハーサル大会って何をリハーサルする
の？
A主に競技運営のリハーサルをするんだ
よ。国体は国内で一番大きなスポーツの祭
典だし、千葉で開催されるのは 37 年ぶり。
当然本番で失敗はできないよね？
　でも、国体を 2 回しちゃうとお金も時
間もたくさんかかるから、既にある全国大
会や関東大会を、「国体のリハーサル」と
位置づけて香取市内の会場に迎えて開催す
るんだ。
　もちろん、全国レベルの選手が出場する
大会だから見ごたえは抜群！
Qわたしたちも見に行ける？
Aもちろん誰でも観戦することができる
よ！　詳しくは、今後の広報などにも載せ
る予定だから、チェックしてね！

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
開
催

国体本番に向け

■
ボ
ー
ト
競
技

　

第
64
回
国
民
体
育
大
会
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
ボ
ー
ト
競
技
会

（
ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
ボ
ー
ト

競
技
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
）

◇
期
日　

7
月
25
日
㈯
～
26
日

㈰◇
場
所　

小
見
川
ボ
ー
ト
場

■
カ
ヌ
ー
競
技

第
64
回
国
民
体
育
大
会
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
カ
ヌ
ー
競
技

会
（
ス
ラ
ロ
ー
ム
・
ワ
イ
ル
ド

ウ
ォ
ー
タ
ー
）（
ゆ
め
半
島
千

葉
国
体
カ
ヌ
ー
競
技
リ
ハ
ー
サ

ル
大
会
）

◇
期
日　

5
月
24
日
㈰

◇
場
所　

栗
山
川
特
設
カ
ヌ
ー

会
場

新語・流行語大全
　1945年「一億総懺悔」、1986年「新
人類」、2005年「小泉チルドレン」
など、戦後61年、1945年から2006年
までの時代が生んだ「新語・流行語」
を1冊に収録。ことばの窓から、時
代の風景が見える！

シミぬき大事典
デボラ・マーティン／著
　衣類をはじめカーペット・壁・ソ
ファなど、家中のシミをきれいに落
とすテクニックを、安全でナチュラ
ルな方法を中心に紹介。ワイン・血
液・ボールペン・口紅といったアイ
テム別＆50音順でひけるインデック
ス付。

冠婚葬祭マナー事典
　結婚、節目ごとのお祝い、弔事、
贈答、手紙のマナーなど、いざとい
うときに恥ずかしくならない基本マ
ナーを網羅。押さえておきたい要点、
金額の相場・目安、ふさわしい品物、
時期やタイミングなど、知りたい情
報がすぐわかる。

おに
西本鶏介／文、村上幸一／絵
　怖い鬼も昔は山の神様だったと
言ったら信用できますか？姿の見え
ない鬼はだんだんと悪い神様と思わ
れてしまいました。怖い鬼からやさ
しい鬼、鬼の特技・習性、歴史まで
をわかりやすく書いた絵本。

▲平成16年度に実施した津宮遺跡群発掘調査の空中写真

「津
つの

宮
みや

遺
い

跡
せき

群
ぐん

の発掘調査から」

香取の海と低地遺跡

Vol.33

香
取
遺
産

　香取市では平成21年₅
月のカヌーを皮切りに、
₈月のハンドボールまで
₄カ月をかけてリハ大会
を開催するんだ。
　「リハ大会で出場した
選手の成長を、千葉国体
で見届ける」な〜んてこ
ともできちゃうかも。

　

利
根
川
は
、
近
世
の
初
頭
に
徳
川
幕

府
に
よ
っ
て
東と
う

遷せ
ん

が
行
わ
れ
る
ま
で
は
、

東
京
湾
に
流
れ
込
ん
で
い
ま
し
た
。
東

遷
以
前
の
こ
の
一
帯
は
、
霞
个
浦
や
印

旛
沼
ま
で
続
く
広
大
な
内
海
で
あ
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
、
こ
の
内

海
全
体
を
表
す
名
称
は
な
か
っ
た
よ
う

で
、
特
に
下
総
国
香
取
郡
に
接
し
て
い

た
一
部
を
、﹁
香
取
の
海
﹂
と
呼
ん
で
い

た
よ
う
で
す
。

　

中
世
に
な
る
と
、
文
献
か
ら
当
時
の

様
子
が
あ
る
程
度
わ
か
り
ま
す
。
南
北

朝
時
代
の
応
安
7
年
（
1
3
7
4
）
頃

に
作
ら
れ
た
﹁
海か
い

夫ふ

注ち
ょ
う

文も
ん

﹂
に
は
下
総

国
の
津つ

（
港
）
と
し
て
24
箇
所
の
地
名

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
に﹁
つ
の
み
や
の
津
﹂が
あ
り
、

現
在
の
津
宮
付
近
に
あ
っ
た
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

津
宮
地
区
に
は
、
自
然
堤
防
に
立
地

す
る
津
宮
遺
跡
群
と
津
宮
古
墳
群
が
あ

り
ま
す
。
自
然
堤
防
は
、
利
根
川
東
遷

以
前
の
氾
濫
に
よ
っ
て
で
き
た
微
高
地

で
、
香
取
駅
周
辺
の
東
西
に
延
び
る
幅

3
0
0
ｍ
ほ
ど
の
範
囲
で
す
。
標
高
は

最
大
で
約
5
ｍ
に
な
り
ま
す
。

　

津
宮
遺
跡
群
の
発
掘
調
査
で
は
、
縄

文
時
代
か
ら
中
近
世
ま
で
の
遺
構
や
遺

物
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
遺
跡
群
の
範

囲
が
、
自
然
堤
防
の
標
高
約
2
ｍ
の
と

こ
ろ
ま
で
広
が
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か

り
ま
し
た
。

　

市
内
に
は
津
宮
遺
跡
群
以
外
に
も
、

低
地
に
遺
跡
や
古
墳
が
多
く
あ
り
ま

す
。

　

佐
原
地
区
の
仁に

井い

宿じ
ゅ
く

東ひ
が
し

遺い

跡せ
き

も
低

地
に
立
地
す
る
縄
文
時
代
か
ら
中
世
の

遺
跡
で
す
。
発
掘
調
査
で
は
、
標
高
約

3
・
2
ｍ
の
面
か
ら
古
墳
と
住
居
跡
な

ど
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
古
町
の
栗く
り

山や
ま

川が
わ

遺い

跡せ
き

群ぐ
ん

で
は
、
縄じ
ょ
う

文も
ん

海か
い

進し
ん

が
最
大
に
達
し
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
時
期
の
水
際
の
跡
が
、

標
高
約
2
・
3
ｍ
の
と
こ
ろ
か
ら
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。

　
﹁
香
取
の
海
﹂
と
い
う
と
、
こ
の
地
域

の
低
地
全
体
に
海
が
広
が
っ
て
い
た
イ

メ
ー
ジ
を
抱
き
が
ち
で
す
が
、
そ
う
で

は
な
い
こ
と
が
低
地
遺
跡
の
発
掘
調
査

か
ら
わ
か
り
ま
す
。
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め
、
昨
年
実
施
し
た
意
見
交
換

会
や
こ
れ
ま
で
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
を
踏
ま

え
た
、
市
民
協
働
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

　

い
ず
れ
も
19
時
～
21
時

◇
1
月
22
日
㈭
小
見
川
区
事
務
所

◇
1
月
24
日
㈯
栗
源
区
事
務
所

◇
1
月
25
日
㈰
山
田
公
民
館

◇
1
月
26
日
㈪
市
役
所

■
そ
の
他　

4
会
場
と
も
同
じ

内
容
で
す
、
で
き
る
だ
け
活
動

し
て
い
る
地
区
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
会
場
準
備
の
都
合
上
、

団
体
で
参
加
す
る
場
合
は
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

問
市
民
活
動
推
進
課

　
　
　
　
　
　

☎
（50）
1
2
6
1

　

市
内
小
・
中
学
生
か
ら
応
募

い
た
だ
い
た
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
を
展
示
し
ま
す
。

■
日
時　

1
月
29
日
㈭
の
10
時

～
2
月
1
日
㈰

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館
1

階
ロ
ビ
ー

問
選
挙
管
理
委
員
会

 

☎
（50）
1
2
2
7

　

次
の
工
事
店
を
下
水
道
排
水

設
備
指
定
工
事
店
と
し
て
指
定

ま
た
は
、
解
除
し
ま
し
た
。

■
新
規
指
定
工
事
店

 

（
平
成
20
年
12
月
1
日
付
け
）

▼
㈲
伊
藤
ポ
ン
プ
（
旭
市
野
中

4
2
0
0
）

 

☎
0
4
7
9

（62）
0
5
9
3

▼
㈲
岩
井
住
宅
設
備
（
匝
瑳
市

上
谷
中
6
8
7
）

 

☎
0
4
7
9

（79）
0
3
5
6

■
入
居
資
格　

市
内
在
住
・
在

勤
で
、
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い

る
人
（
所
得
制
限
な
ど
あ
り
）

■
敷
金　

家
賃
の
3
カ
月
分

■
そ
の
他　

浴
槽
、
風
呂
釜
は

入
居
者
の
負
担
で
設
置
（
向
堆

住
宅
を
除
く
）

■
募
集
物
件

粉
名
口
団
地
︵
佐
原
区
︶

◇
場
所　

佐
原
ロ
2
0
9
7
︲
7

◇
募
集
戸
数　

1
戸
（
部
屋
は

4
階
、
昭
和
59
年
築
）

◇
種
別　

一
般
住
宅
１
戸

◇
家
賃　

1
万
7
4
0
0
円
～

◇
規
格　

3
Ｄ
Ｋ（
6
畳
2
間
・

4
畳
半
1
間
・
台
所
・
浴
室
・

水
洗
ト
イ
レ
）

向
堆
住
宅
︵
山
田
区
︶

◇
場
所　

府
馬
3
6
4
9

◇
募
集
戸
数　

1
戸
（
平
成
元

年
築
）

◇
種
別　

一
般
住
宅

◇
家
賃　

1
万
4
7
0
0
円
～

◇
規
格　

3
Ｄ
Ｋ（
6
畳
3
間
・

台
所
・
浴
室
・
水
洗
ト
イ
レ
）

日
下
部
住
宅
︵
山
田
区
︶

◇
場
所　

府
馬
3
4
2
9
︲
5

◇
募
集
戸
数　

2
戸
（
昭
和
55

年
・
60
年
築
）

◇
種
別　

一
般
住
宅

◇
家
賃　

1
万
2
3
0
0
円
～

◇
規
格　

3
Ｄ
Ｋ（
6
畳
2
間
・

4
畳
半
1
間
・
台
所
・
浴
室
・

汲
み
取
り
式
ト
イ
レ
）

申
1
月
30
日
㈮（
土
日
を
除
く
）

ま
で
に
次
へ

都
市
計
画
課　

☎
（50）
1
2
1
4

小
ま
ち
づ
く
り
課
☎
（82）
1
1
1
8

山
ま
ち
づ
く
り
課
☎
（78）
2
1
1
6

栗
ま
ち
づ
く
り
課
☎
（75）
2
1
1
5

　

新
入
学
児
童
・
生
徒
の
保
護

者
宛
に
、
就
学
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
。

　

就
学
通
知
書
に
は
、
入
学
す

る
学
校
名
、
入
学
式
の
日
時
な

ど
が
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
入

学
式
に
は
、
必
ず
こ
の
通
知
書

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、次
の
よ
う
な
場
合
は
、

学
校
教
育
課
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
1
月
末
ま
で
に
就
学
通
知
書

が
届
か
な
い

▼
入
学
前
に
転
出
や
転
居
な
ど

の
異
動
が
あ
る

▼
私
立
の
小
・
中
学
校
へ
入
学

す
る

問
学
校
教
育
課
☎
（50）
1
2
3
9

■
対
象　

年
金
受
給
者
、
給
与

所
得
者

■
日
時
・
場
所

　

い
ず
れ
も
9
時
30
分
～
15
時

30
分
（
正
午
～
13
時
を
除
く
）

◇
1
月
29
日
㈭　

栗
源
保
健
セ

ン
タ
ー

◇
1
月
30
日
㈮　

山
田
区
事
務

所
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◇
2
月
3
日
㈫
、
2
月
4
日
㈬

　

市
役
所
5
階
大
会
議
室

◇
2
月
5
日
㈭
、
2
月
6
日
㈮

　

小
見
川
区
事
務
所
3
階
多
目

的
ホ
ー
ル

問
佐
原
税
務
署
☎
（54）
1
3
3
1

　

市
民
と
行
政
が
、
と
も
に
築

く
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

▼
髙
橋
設
備
（
香
取
市
久
保

9
0
7
） 

☎
（83）
8
2
8
6

■
指
定
解
除
工
事
店

 

（
平
成
20
年
11
月
30
日
付
け
）

▼
太
田
商
店
（
香
取
市
富
田

9
1
9
︲
1
）
▼
㈲
和
田
工
業

（
香
取
市
八
本
5
5
5
︲
10
）

▼
㈲
細
根
石
油
（
香
取
市
富
田

9
9
2
）
▼
㈱
い
な
り
や
（
香

取
市
野
田
5
2
2
）
▼
三
協
ク

リ
ー
ン
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱

（
香
取
市
大
倉
8
6
2
）

※
下
水
道
お
よ
び
農
業
集
落
排

水
の
排
水
設
備
工
事
は
、
指
定

工
事
店
以
外
は
で
き
ま
せ
ん

問
下
水
道
課 

☎
（54）
3
5
2
1

　

香
取
市
商
工
会
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
頭
文
字
の

﹁
か
﹂
を
モ
チ
ー
フ
に
、
明
る

く
元
気
で
、
回
遊
す
る
人
の
営

み
と
信
頼
感
な
ど
、
楽
し
く
て

明
る
い
香
取
市
商
工
会
を
表
現

し
て
い
ま
す
。

問
香
取
市
商
工
会

 

☎
（82）
3
3
0
7

■
拾
得
物
件　

木
製
さ
っ
ぱ
舟

（
全
長
約
6
ｍ
、最
大
幅
約
1.3
ｍ
）

■
拾
得
日　

平
成
20
年
11
月
27
日

■
拾
得
場
所　

香
取
市
加
藤
洲

3
2
7
番
地
先（
北
利
根
川
堤
防
）

■
保
管
期
間　

2
月
28
日
㈯
ま
で

問
香
取
警
察
署
会
計
課

 

☎
（54）
0
1
1
0

　

1
本
の
筆
か
ら
生
ま
れ
る
テ

デ
ィ
ベ
ア
と
お
雛
様
。
誰
で
も

す
ぐ
に
描
け
ま
す
。

　…問い合わせ　　…申し込み　　…受け付け　　…応募 　　 …フリーダイヤル　　 …ファクス　　…メールアドレス　　…ホームページアドレスHP

【暮らしの情報】

募集 暮
ら
し
の

情
報

1
月

 					    1	 2	3

	4	 5	 6	 7	 8	 9	 10

	11	 12	 13	 14	 15	 16	 17

	18	 19	 20	 21	 22	 23	 24

	25	 26	 27	 28	 29	3 0	3 1

お知らせ

2009. January

親
子
と
成
人
の
保
健

■
4
カ
月
児
健
診

　
　
　

⋮
4
日
㈬　

13
時
～
13
時

30
分
（
平
成
20
年
9
～
10
月
生
）

■
10
カ
月
児
健
診

　
　

⋮
25
日
㈬　

13
時
～
13
時
30

分
（
平
成
20
年
3
～
4
月
生
）

■
1
歳
6
カ
月
児
健
診

　
　

⋮
18
日
㈬　

13
時
～
13
時
30

分
（
平
成
19
年
8
月
生
）

　
　
　

⋮
3
日
㈫　

12
時
30
分
～

12
時
45
分
（
平
成
19
年
7
～
8
月

生
）

■
2
歳
児
歯
科
健
診

　
　
　

⋮
13
日
㈮　

12
時
30
分
～

12
時
45
分
（
平
成
18
年
8
～
9
月

生
）

■
3
歳
児
健
診

　
　

⋮
17
日
㈫　

13
時
～
13
時
15

分
（
平
成
17
年
8
月
生
）

■
離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

佐
原
保
健
セ
ン
タ
ー
⋮
20
日
㈮　

13
時
15
分
～
13
時
30
分

集
団
予
防
接
種

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

　
　

⋮
5
日
㈭　

13
時
30
分
～
13

時
50
分

　
　
　

⋮
24
日
㈫　

12
時
30
分
～

12
時
50
分

■
ポ
リ
オ
予
防
接
種

　
　

⋮
19
日
㈭　

13
時
30
分
～
13

時
50
分

個
別
予
防
接
種

※
市
内
契
約
医
療
機
関
で
接
種

■
三
種
混
合
予
防
接
種

■
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種

■
健
康
相
談
︵
げ
ん
き
く
ら
ぶ
︶

テ
ー
マ
﹁
糖
尿
病
は
全
身
の
病
気

で
す
﹂

　
　

⋮
4
日
㈬　

13
時
～
14
時
30

分
　
　
　

⋮
2
日
㈪　

13
時
～
14
時

30
分

　
　

は
佐
原
・
栗
源
区
が
対
象
で

佐
原
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
。

　
　
　

は
小
見
川
・
山
田
区
が
対

象
で
小
見
川
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実

施
。

　

表
記
の
時
間
は
受
付
時
間
で

す
。
各
健
診
の
（　

）
内
は
対
象

者
の
生
年
月
日
で
す
。

問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課　

☎
（50）
1
2
3
5

2月
の

成
人
の
健
康
相
談

対
象
・
開
催
場
所
な
ど

親
子
の
健
康
相
談

　
　
　

予
防
接
種

確
定
申
告
相
談

明
る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー
展

就
学
通
知
書
を

送
付
し
ま
す

講座
教室

　水郷佐原水生植物園では、₆月に開催する「あ
やめ祭り」期間中に、今年も「嫁入り舟」を水生
植物園の水路で再現します｡
　「嫁入り舟」は、あやめ祭りのメインイベント。
やわらかな香りと色とりどりに咲くハナショウブ
が、お二人の門出を特別な時間にかえてくれます。
永遠の誓いを、あやめの花言葉「あなたを信じま
す」で伝えてみませんか？
　挙式後、新郎新婦を乗せた舟は園内水路を巡り、
来園者にお披露目されます。
■対象　市内外どなたでも。新郎新婦共に40歳ま
でのカップル（平成21年₄月₁日現在）
■挙式日　₆月₇日㈰、14日㈰、20日㈯　いずれ
も10時30分から₁時間程度
■募集組　各日₁組（応募者多数の場合は抽選）
■謝礼　挙式費と旅行券
■その他　衣裳は和装限定。嫁入り舟の光景は観
光宣伝に活用します
₃月₆日㈮までに
水郷佐原水生植物園　☎(56)0411
商工観光課　　　　　☎(50)1212

佐
原

佐
原

佐
原

佐
原

佐
原

佐
原

佐
原

小
見
川

小
見
川

小
見
川

小
見
川

小
見
川

小
見
川

市
営
住
宅
入
居
者

市
民
協
働

フ
ォ
ー
ラ
ム

花言葉を
誓いの言葉に…

下
水
道
排
水
設
備

指
定
工
事
店

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト

講
座

拾
得
物
を

保
管
し
て
い
ま
す

香
取
市
商
工
会

ロ
ゴ
マ
ー
ク
決
定
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■
内
容　

福
祉
功
労
者
顕
彰
式
、

記
念
公
演
﹁
も
の
ま
ね
お
笑
い

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
﹂
君
小
路
あ

や
ま
ろ
氏

■
入
場　

無
料

問
香
取
市
社
協
福
祉
協
議
会
本

所 

☎
（54）
4
4
1
0

■
日
時　

2
月
1
日
㈰　

8
時

～
（
毎
月
第
1
日
曜
日
開
催
）

■
場
所　

八
坂
神
社
境
内
（
水

郷
佐
原
山
車
会
館
隣
り
）

※
故
郷
産
品
（
食
料
品
、草
花
・

植
木
）
の
出
店
者
も
募
集
中

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
野
川
と
佐
原

の
町
並
み
を
考
え
る
会

 

☎
（52）
1
0
0
0

　
﹁
語
る
べ
ぇ
栗
源
﹂
の
皆
さ

ん
の
大
き
な
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
と
紙
し
ば
い
で
楽
し
い
ひ
と

時
を
。
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
で
何

を
つ
く
ろ
う
か
な
。

■
対
象　

幼
児
・
小
学
校
1
～

2
年
生
と
そ
の
養
育
者

■
日
時　

1
月
17
日
㈯ 

10
時
～

■
場
所　

栗
源
公
民
館
視
聴
覚
室

■
参
加
費　

無
料

問
栗
生
涯
学
習
担
当

 

☎
（75）
2
1
1
7

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
星
太
鼓

 

5
周
年
記
念
公
演

　

メ
ン
バ
ー
の
1
人
が
脊
髄
小
脳

変
性
症
と
い
う
難
病
を
患
い
闘
病

中
。
そ
の
思
い
か
ら
、
難
病
と
小

児
が
ん
の
子
ど
も
た
ち
の
支
援
を

目
的
に
、
5
周
年
記
念
公
演
と
福

祉
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

2
月
14
日
㈯　

開
場

13
時
～
、
開
演
13
時
30
分
～

■
場
所　

佐
原
文
化
会
館

■
内
容　

脊
髄
小
脳
変
性
症
医

療
や
、
難
病
患
者
の
環
境
な
ど

を
テ
ー
マ
に
し
た
福
祉
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
ゲ
ス
ト
奏
者
な
ど
に

よ
る
演
奏

■
チ
ケ
ッ
ト　

一
般
2
0
0
0

円
・
中
学
生
以
下
5
0
0
円（
全

席
自
由
・
当
日
券
5
0
0
円
増
）

問
音
の
道
実
行
委
員
会

 

☎
（70）
7
5
8
8

　

香
取
市
商
工
会
と
東
庄
町
商

工
会
で
、
合
同
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
時　

2
月
4
日
㈬　

14
時

～
16
時

■
場
所　

山
田
公
民
館
2
階
視

聴
覚
室

■
内
容　

テ
ー
マ
﹁
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
経
営
者
と
戦
略
的
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
﹂　

講
師
：
農
事

組
合
法
人
和
郷
園
代
表
理
事
木

内
博
一
氏

■
参
加
費　

入
場
無
料

申
1
月
26
日
㈪
ま
で
に
香
取
市

商
工
会
へ 

☎
（82）
3
3
0
7

　

お
年
寄
り
や
障
害
の
あ
る
人

た
ち
が
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
趣
味

を
通
じ
て
作
り
上
げ
た
工
作
・

習
字
・
絵
画
な
ど
を
展
示
し
ま

す
。
利
用
者
家
族
以
外
の
人
も

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
期
間　

2
月
3
日
㈫
～
10
日
㈫

■
場
所　

山
田
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム

問
山
田
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

 

☎
（70）
7
1
7
1

■
対
象　

成
人

■
場
所　

栗
源
公
民
館

■
募
集
人
数　

各
15
人

初
心
者
コ
ー
ス

　

鉢
に
テ
デ
ィ
ベ
ア
を
描
き
ま
す
。

◇
日
時　

1
月
22
日
㈭ 

10
時

～
正
午

◇
参
加
費　

7
5
0
円

中
級
者
コ
ー
ス

　

ロ
ウ
ソ
ク
に
お
雛
様
を
描
き

ま
す
。

◇
日
時　

1
月
29
日
㈭ 

10
時

～
正
午

◇
参
加
費　

1
5
0
0
円

申
コ
ー
ス
ご
と
に
栗
生
涯
学
習

担
当
で
受
付 

☎
（75）
2
1
1
7

■
日
時　

2
月
1
日
㈰　

受
付

13
時
～　

講
座
13
時
30
分
～

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館
3

階
大
会
議
室

■
内
容　

テ
ー
マ
﹁
脳
血
管
障

害
の
概
要
・
動
向
と
予
防
に
つ

い
て
﹂
～
虚
血
性
脳
血
管
障
害

を
中
心
に
～　

講
師
：
千
葉
大

学
医
学
部
准
教
授
・
千
葉
県
立

佐
原
病
院
診
療
部
長　

峯
清
一

郎
氏

■
参
加
費　

無
料（
予
約
不
要
）

問
県
立
佐
原
病
院
事
務
局

 

☎
（54）
1
2
3
1

　

認
知
症
ケ
ア
の
知
識
や
技
術

の
取
得
の
た
め
の
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

■
対
象　

市
民
ど
な
た
で
も

■
日
時
・
場
所
・
内
容

　

い
ず
れ
も
13
時
30
分
～
15
時

30
分

◇
2
月
4
日
㈬　

市
役
所
１
階

談
話
室　

講
話
﹁
認
知
症
の
症

状
・
予
防
﹂　

講
師
：
居
宅
介

護
支
援
ニ
チ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

北
佐
原　

国
谷
シ
ズ
ヱ
氏

◇
2
月
17
日
㈫　

市
役
所
3
階

3
0
2
会
議
室　

講
話
・
演
習

﹁
認
知
症
の
方
へ
の
対
応
﹂　

講

師
：
介
護
老
人
健
康
施
設
夢
プ

ラ
ス
ワ
ン　

平
澤
富
士
美
氏

◇
3
月
4
日
㈬　

市
役
所
3
階

3
0
2
会
議
室　

交
流
会
﹁
悩

み
・
ス
ト
レ
ス
解
消
﹂　

講
師
：

居
宅
介
護
支
援
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト

ふ
だ
ら
く　

石
井
禎
子
氏

■
募
集
数　

各
回
30
人
程
度

申
介
護
福
祉
課
☎
（50）
1
2
0
8

■
日
時　

1
月
23
日
㈮　

受
付

12
時
30
分
～
、
開
会
13
時
～

■
場
所　

佐
原
文
化
会
館

市民活動推進課　☎(54)1138　　 自治振興課　☎(82)1112
自治振興課　　☎(78)2111　　 自治振興課　☎(75)2111

栗源区事務所　　₁月28日㈬　 予約日₁月19日㈪
市役所　　　　　₂月18日㈬　 予約日₂月₄日㈬
小見川区事務所　₂月25日㈬　 予約日₂月18日㈬

●行政相談・人権相談
　₁月20日㈫　13時30分〜15時30分
　市民活動推進課　☎(54)1138　 自治振興課　☎(78)2111
　₂月20日㈮　13時30分〜15時30分
　市民活動推進課　☎(54)1138　 自治振興課　☎(82)1112
　 自治振興課　☎(75)2111
●消費生活相談　₉時〜17時
　市民活動推進課　1月15日㈭・22日㈭・2月5日㈭・12日㈭☎(54)1138
　 自治振興課　₁月29日㈭　☎(75)2111
●司法書士による法律相談　10時〜15時
　市役所　　　　₁月20日㈫・₂月₃日㈫
　（予約者優先　市民活動推進課　☎(54)1138）
●交通事故相談　10時〜15時　要予約
　環境安全課　　₁月27日㈫・₂月10日㈫　☎(50)1248
●心配ごと相談　10時〜15時
　社会福祉協議会本所　　　₂月₅日㈭　　☎(54)4410
　社会福祉協議会小見川支所　1月15日㈭・2月12日㈭ ☎(83)7071
　社会福祉協議会山田支所　1月22日㈭　☎(78)1056
　社会福祉協議会栗源支所　1月29日㈭　☎(75)2118

●�精神保健福祉相談(要予約)
　₁月20日㈫・28日㈬・₂月₄日㈬　13時30分〜
●�エイズ・クラミジア・梅毒・B型、C型肝炎検査(無料・要予約)
　₁月26日㈪　13時〜14時受付
●配偶者からの暴力に関する相談(要予約)　毎週水曜日
　電話での相談(毎週月〜金曜日)　₉時〜17時　☎(52)9310
●女性のための健康相談(要予約)　₁月22日㈭　☎(52)9157

身近な相談室
市民相談 閉庁日を除く毎日　₈時30分～16時30分　

法律相談 市民対象　9時30分～14時　予約は市民活動推進課☎(54)1138
受付は予約日の8時30分から10人まで� ☎(50)1261

そのほかの相談

千葉県香取健康福祉センターの相談　☎(52)9161

【暮らしの情報】

香取ホール おみがわ
聖苑となり

www.narikoh-ceremony.com

月々の掛金一切不要
多数の特典あり！

24時間
年中無休

香取市小見川1675-1
70120-317-565 ☎0478-83-4194

ヨ イ ク ヨウ

〈広告〉

文
化
・
福
祉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
Ｓ
ｏ
ｕ
ｌ　

魂
の
共
鳴
」

九
十
九
里
ホ
ー
ム

ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー

耳つぼダイエット

リニューアルOPEN!!
さよならメタ

ボ！

血圧・中性脂
肪

コレステロー
ル値等が

下がれば人生
バラ色

日本痩身医学協会会員
ヘルシー耳つぼダイエットサロン
潮来市牛堀44

AM9:30～PM19:00不定休

リフレッシュ
0120-417-332

ミ ミ ツ ボヨ　イ　ナ

皆様に愛されて1周年

潮来
市に

〈広告〉

市
民
公
開
講
座

「
香
取
健
康
教
室
」

催し
香
取
市

社
会
福
祉
大
会
開
催

小
江
戸
さ
わ
ら
の

骨
董
市

家
族
介
護
教
室

相談は無料です。安心してお気軽にお電話ください。

☎０４７８－７９－０３７０

円心司法書士事務所 代表司法書士

植野  玄治

円心で親身に
          応対します。
  きっと生活が楽になりますよ。

まぁるいこころ

民事裁判・不動産登記・会社登記・成年後見・相続・遺産分割・遺言・供託・告訴・告発・・・なんでもご相談ください。

秘密
厳守

千葉県香取市北三丁目12番地18 第一北新ビル2階（国道356号線沿い佐原消防署前）

え  ん し  ん

借金に関するご相談は土・日・祝日
電話対応中・毎日夜１2時まで受付

返済でお困りの方へ
一人で苦しまないで！
法律と私はあなたの味方です。

〈広告〉

市
や
総
務
省
な
ど
が
Ａ

Ｔ
Ｍ
（
銀
行
・
コ
ン
ビ

ニ
な
ど
の
現
金
自
動
預

払
機
）
の
操
作
を
お
願

い
す
る
こ
と
は
、
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作

し
て
、
他
人
か
ら
お
金

を
振
り
込
ん
で
も
ら
う

こ
と
は
絶
対
に
で
き
ま

せ
ん
。

市
や
総
務
省
な
ど
が
、

﹁
定
額
給
付
金
﹂
の
給
付

の
た
め
に
、
手
数
料
な

ど
の
振
込
を
求
め
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。

現
時
点
で
、
市
や
総
務

定
額
給
付
金
の
給
付
を
よ
そ
お
っ
た

！
﹁
振
り
込
め
詐
欺
﹂
や

﹁
個
人
情
報
の
詐
取
﹂

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

！ ！ ！ ！

省
な
ど
が
住
民
の
皆
さ

ん
の
世
帯
構
成
や
銀
行

口
座
の
番
号
な
ど
の
個

人
情
報
を
照
会
す
る
こ

と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。 

　

ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
市

職
員
や
総
務
省
職
員
な
ど
を

か
た
っ
た
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
り
、郵
便
が
届
い
た
ら
、

迷
わ
ず
、
市
や
最
寄
り
の
警

察
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
環
境
安
全
課

 

☎
（50）
1
2
4
8

香
取
警
察
署 

☎
（54）
0
1
1
0

警
察
相
談
電
話

 

☎
＃
9
1
1
0

新
春
合
同
講
演
会

本
の
読
み
聞
か
せ
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人口と世帯
1月1日現在
人　口／86,131人（−72）
　　　男42,565人（−42）
　　　女43,566人（−30）
世帯数／29,113戸（−20）

【市民のひろば】

広報かとりは再生紙を使用しています

今月の納期限
₂月₂日㈪

市県民税

国民健康保険税

後期高齢者医療保険料

介護保険料

（第₄期）

（第₇期）

（第₇期）

（第10期）

文芸文芸
　

は
が
き
1
枚
に
俳
句
2
句
・
短
歌
2
首
の
ど
ち
ら
か

と
、
本
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
2
8
7

－

8
5
0
1　

広
報
か
と
り
﹁
俳
句
﹂
ま
た
は
﹁
短
歌
﹂

の
係
ま
で
。
毎
月
15
日
ま
で
の
到
着
分
を
審
査
し
、
翌
月

号
に
掲
載
。
掲
載
さ
れ
る
作
品
は
、
選
者
に
よ
り
評
を
踏

ま
え
て
添
削
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■作品募集

車
椅
子
の
夫
を
支
え
る
わ
が
前
に
陛
下
は
や
さ
し
き
お

言
葉
た
ま
う
（
受
章
の
日
）　�

香
取　

き
み
（
佐
原
イ
）

堤
防
の
冬
タ
ン
ポ
ポ
が
花
茎
上
げ
穂ほ

わ
た絮

呆ほ
う

け
て
風
を
待

ち
お
り 

関　

ゆ
き
え
（
三
島
）

学
童
ら
ラ
ン
ド
セ
ル
の
鈴
鳴
ら
し
つ
つ
マ
マ
の
迎
え
に

畔あ
ぜ

路み
ち

走
る�

郡　

佳
織
（
下
小
川
）

一
向
に
一
首
成
り
え
ず
歳
の
瀬
を
心
せ
き
つ
つ
来
る
年

に
期
す�

宮
崎　

弘
（
白
井
）

百
歳
の
祝
い
の
席
で
曾
孫
の
ヒ
ソ
ヒ
ソ
話
に
笑
顔
で
う

な
ず
く 

繪
鳩　

昌
之
（
府
馬
）

　

 

香
取
歌
壇 

稲
村　

恒
次
選

大
き
な
る
梃て

こ子
を
も
つ
人
手
に
残
る
名
誉
な
あ
ざ
を
我

に
示
せ
り 

飯
田　

優
子
（
佐
原
イ
）

評
・
重
い
も
の
を
上
げ
た
り
、
移
動
さ
せ
た
り
す
る
作
業
の
職
人

で
あ
ろ
う
。﹁
大
き
な
る
梃
子
﹂
と
﹁
手
に
残
る
あ
ざ
﹂
の
具
象
が

利
い
て
、
職
人
の
得
意
げ
な
表
情
が
彷
彿
す
る
。﹁
名
誉
な
﹂
の
言

い
過
ぎ
が
惜
し
ま
れ
る
。

　

 

香
取
俳
壇 

増
田　

斗
志
選

春
待
つ
や
日
々
一
行
の
老
日
誌

　
　
　
　
　
　
　
　

�

山
本　

美
津
江
（
阿
玉
川
）

評
・
こ
の
一
句
を
大
き
く
支
え
て
い
る
の
が
﹁
老
日
誌
﹂
で
あ
る
。

そ
れ
も
た
っ
た
一
行
の
み
で
充
分
と
言
う
。
老
い
て
多
く
記
そ
う

と
は
し
な
い
処
に
作
者
の
生
き
方
は
あ
る
よ
う
だ
が
、
春
待
つ
に

は
女
の
切
な
る
思
い
が
見
え
る
。

片
時
雨
筑
波
二
峰
を
見み

は
る霽

か
す

 

越
川　

三
朝
（
府
馬
）

狛こ
ま
い
ぬ犬
の
作
り
笑
顔
や
初
詣

 

宮
崎　

弘
（
白
井
）

着
ぶ
く
れ
て
少
女
期
遠
く
な
り
に
け
り

 

関　

ゆ
き
え
（
三
島
）

刈
り
込
み
の
臥が

龍り
ょ
う

点て
ん

睛せ
い

返
り
花

 

北
尾　

東
光
（
岩
部
）

ね
む
る
時
目
覚
む
る
と
き
を
年
暮
る
る

 

諏
訪　

好
道
（
白
井
）

管理栄養士／根本正枝（栗源病院）

❶�深めの皿に、水でしめらせた昆布をしき、
材料を盛り合わせる。
❷蒸気の上がった蒸し器で、約 20分蒸す。
❸みそだれは、材料を混ぜて作っておく。
❹蒸しあがったら、とろろ昆布をうっすらと
のせる。好みのたれをつけながらいただく。

みんなよろ昆
こ ん ぶ

布
せいろ蒸し

出来立てをいただいて身
体の芯から温まりましょ
う。一人ずつ、小分けに
蒸してもよいでしょう。

昆布10㎝×20㎝……… 2～3枚
鶏肉……………………… 60g
白身魚…………………… 60g
豆腐……………………… 60g
里芋……………………… 30g
人参……………………… 30g
小かぶ………………… 1～2個
生しいたけ……………… 2枚
オクラ…………………… 2本
白菜……………………… 60g
ネギ……………………… 10㎝

【作り方】

材料₂人分

パパ 泰治さん
ママ 春美さん

電車とワンワンが大好き
です。毎日お兄ちゃんと
イタズラしてるよ！

秋
あきもと

元 康
こうせい

誠くん（旗鉾）

パパ 克己さん
ママ 昌代さん

曲が聞こえると自然に体が動
きだすダンスの好きな女の子
です♪みんなよろしくね♥

福
ふ く だ

田 真
ま こ と

琴ちゃん（大島）

パパ 正己さん
ママ 順子さん

お外大好き♪ご飯もいっ
ぱい食べるよ。

細
ほ そ ね

根 悠
ゆ う き

希くん（大崎）

パパ 大祐さん
ママ 奈津子さん

パパが大好き♪お休みの
日はたくさん遊んでもら
うんだ！

木
き う ち

内 佑
ゆ う か

香ちゃん（佐原ホ）

パパ 明宏さん
ママ 澄江さん

お兄ちゃん達と空手の練
習をして遊ぶのが大好き
です。

高
たかはし

橋 綺
あ い ら

桜ちゃん（与倉）

　「広報かとり」のコーナーを飾る「みて・見て・うちの子」に掲
載するお子さんの写真を募集します。お子さんのちょっとした瞬間
の一コマや成長の記念をお寄せください。
■対象　市内在住で平成19年₆月から11月生まれのお子さん（₄
月から₉月までの広報に掲載予定）。
■申し込み方法　₂月10日㈫（消印有効）までに往復はがきに保護
者の住所、氏名、電話番号、お子さんの氏名（ふりがな）、生年月
日を記入し、〒287-8501秘書広報課広報班まで郵送してください（応
募多数の場合は抽選）。
※掲載の日程は後日、返信させていただきます
※「広報かとり」掲載後は、香取市ホームページ上の「Web版広
報かとり」にも掲載されます
秘書広報課　☎(50)1204

掲載写真募集

パパ 亨光さん
ママ 真由美さん

アンパンマンとお外が大
好きです♥

平
ひらやま

山 和
か ず き

樹くん（野田）

■
日
時　

2
月
7
日
㈯　

10
時
～
16
時
30
分

■
場
所　

佐
原
文
化
会
館
・
佐
原
中
央
公
民
館

■
内
容　

ス
テ
ー
ジ
発
表
、
体
験
コ
ー
ナ
ー

■
出
演　

扇
島
神
楽
隊
、
佐
原
小
学
校
郷
土

芸
能
部
、小
見
川
中
央
小
学
校
郷
土
芸
能
部
、

佐
原
中
学
校
郷
土
芸
能
部
、
牧
野
神
楽
保
存

会
、
お
み
が
和
よ
さ
こ
い
会
＂
和
気
藹
々
＂

キ
ッ
ズ
、
あ
ん
ぱ
ん
ま
ん
体
操
教
室
、
絵
本

の
会
～
歓
び
が
こ
だ
ま
し
て
～
、
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
･
デ
ュ
オ
･
タ
カ
ノ
、
ピ
ア
・
ダ
ン

ス
研
究
会
、
や
ま
ち
ゃ
ん
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
、
ハ
ワ

イ
ア
ン
フ
ラ
ラ
ラ
バ
イ
・
レ
イ
ン
ボ
ー
、
や

ま
ゆ
り
混
声
合
唱
団
、佐
原
中
学
校
合
唱
部
、

人
材
バ
ン
ク
事
業
推
進
協
議
会

問
香
取
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行

委
員
会
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）

☎
（50）
1
2
2
4

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

か

フレッシュ

がやき

きめきと
リ

1歳
10カ月

1歳
10カ月

1歳
10カ月

1歳
9カ月

1歳
10カ月

1歳
10カ月

とろろ昆布………………少々
〈ゆずみそだれ〉
味噌……………………… 40g
砂糖……………………… 40g
ゆずしぼり汁……… 30～40㏄
ゆずの皮（おろすか千切り）……適宜
〈ポン酢だれ〉
大根おろし……………… 60g
ポン酢…………………… 60cc
あさつき…………………少々

※火の通りにくいものは薄く切っておく

❻

　

今
回
、
応
急
手
当
救
命
講
習

会
を
受
講
し
、
普
通
救
命
講
習

修
了
証
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
習
会
で
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
誰
に
で

も
簡
単
に
使
え
る
物
な
ん
だ
と

感
じ
ま
し
た
が
、
実
際
に
目
の

前
で
見
ず
知
ら
ず
の
人
が
倒
れ

た
ら
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
人

工
呼
吸
を
す
る
勇
気
が
あ
る
の

だ
ろ
う
か
と
自
分
に
問
い
か
け

て
し
ま
い
ま
す
。﹁
家
族
に
な
ら

で
き
る
け
ど
、
他
人
に
は
で
き

な
い
﹂
と
い
う
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
も
定
期
的
に

講
習
を
受
け
て
み
よ
う
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
一
度
は
、

家
族
、
友
達
と
一
緒
に
受
講
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？
知

ら
な
い
よ
り
は
、
知
っ
て
い
た

ほ
う
が
絶
対
た
め
に
な
り
ま
す

よ
。 

（
Ｈ
）

～かとり市発見 学びのきずな
　　　　　　　　　息吹くまち～


